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願人踊　秋田音頭
エネルギッシュな踊りと
　　コミカルな寸劇で観客を魅了！
　５月５日、恒例の一日市神社祭典が行われました。願人踊（県指定無形民

俗文化財）と子ども願人踊は一日市町内を門付けして回りました。秋田音頭

では、山車を引く子どもたちも、山車の上で華やかな着物をまとって踊る子

どもたちも一生懸命でした。風が強く寒い中での祭典でしたが、今年も大盛

り上がりでした。

　町観光協会は今年はじめて願人踊をモチーフにした缶バッジを製作し、観

光に訪れた方々には好評の売れ行きでした。かわいらしい定九郎があしらわ

れた缶バッジは本町出身の畠山美貴子さんによるデザイン。みなさんは入手

されましたか？

　今年も町内外から（首都圏からお越しの方もちらほら！）多くの人が本町

を訪れ、およそ１,０００人の観客が会場を埋め尽くしました。
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第６５回潟上市・南秋田郡春季総合体育大会の結果（４月２０日、２１日）

秋田県中学校春季体育大会の結果

◆野球　　準決勝敗退
◆バスケットボール
　○男子　優勝（全県）
　○女子　５位
◆卓球
　○男子団体　４位
　○男子個人　小玉　純矢　３位（全県）
◆柔道
　○男子団体　４位
　○男子個人　６６㎏級　優勝　土橋　雄太
　　　　　　　　　　　２位　佐々木延彦
　　　　　　　６０㎏級　３位　藤井　満朗

◆剣道
　○男子団体　予選リーグ戦３戦３敗（全県）
◆ソフトテニス
　○女子団体　優勝（全県）
　○女子個人　櫻庭優有子・竹田　菜々 組　優勝（全県）
　　　　　　　竹田　香緒・伊藤　涼花 組　２位（全県）
　　　　　　　石川　実紅・須田　愛花 組　３位（全県）
　○男子団体　（全県）
　○男子個人　一ノ関一希・松田　直大 組　優勝（全県）
　　　　　　　千田　奨真・菅原　　哲 組　２位（全県）
　　　　　　　相馬　勇信・長田　大和 組　３位（全県）
　　　　　　　相澤　侑輝・齊藤　漱良 組　４位

◆バドミントン（５月１１日・１２日）
　○男子単　近藤　雄斗　３回戦敗退　ベスト１６
　○女子単　三浦　嶺果　２回戦敗退
　　　　　　圓城　咲稀　２回戦敗退
　　　　　　畠山　栞奈　３回戦敗退　ベスト１６
　　　　　　鎌田　瑠夏　４回戦敗退　ベスト８
◆バスケットボール（５月１８日・１９日）
　○男子　１回戦　八郎潟 ４８－５８ 中仙
◆卓球（５月１８日・１９日）
　○男子個人　小玉　純矢　３回戦敗退
◆剣道（５月１８日）
　○男子団体　１回戦　八郎潟 １－０ 城南Ｂ
　　　　　　　２回戦　八郎潟 ０－３ 泉Ａ
◆ソフトテニス（５月１８日・１９日）
　○男子個人　一ノ関一希・松田　直大 組　ベスト１６
　　　　　　　千田　奨真・菅原　　哲 組　３回戦敗退
　　　　　　　相馬　勇信・長田　大和 組　３回戦敗退
　○男子団体　１回戦　八郎潟 ３－０ 秋田東
　　　　　　　２回戦　八郎潟 ２－１ 大曲

46,085円集まる

　　　　　　　準決勝　八郎潟 ３－０ 横手南
　　　　　　　決　勝　八郎潟 ２－１ 能代第一　
　　　　　　　３年ぶり春季大会団体優勝！
　○女子個人　櫻庭優有子・竹田　菜々 組　第３位
　　　　　　　竹田　香緒・伊藤　涼花 組　２回戦敗退
　　　　　　　石川　実紅・須田　愛花 組　２回戦敗退
　○女子団体　１回戦　八郎潟 １－２ 男鹿東

（全県）＝全県大会出場

▲全県優勝を果たした男子ソフトテニスのみなさん

プロジェクト８
 presents

今年もやります！

 ● お笑い芸人ステージ！！
 ● ボディビルパフォーマンス
 ● 書道家佐藤佳奈さん（本町

　出身）による毛筆パフォー

　マンス

 ● ムービー企画
 ● のど－１“歌合戦”　
 ● 八中吹奏楽部による演奏
 ● 打ち上げ花火
 ● 屋台も充実！！

タイムスケジュール等の詳
細は「プロジェクト８ブロ
グ」で更新しております！！ http://ameblo.jp/project-8/

  ◆問い合わせ先　  役場産業課　☎８７５－５８０３

◆日  時

◆場  所

内  容

 ７月１４日（日）
 午後３時開場

すぱーく八郎潟

★のど－１“歌合戦”
　参加者募集中！！

★プロジェクト８
　スタッフ募集中！！

　４月１０日から５月３１日の期間、「緑の
募金」運動が全国で一斉に行われました。
　本町では、幼稚園、小・中学校、役場
に協力を呼びかけ、合計４６,０８５円の募
金が集まりました。５月２８日、八郎潟
小学校でボランティア活動に取り組むＪ
ＲＣ委員会の代表児童が役場を訪れ、智
田副町長に募金を手渡しました。集まっ
たお金は地球の緑化などに活用されます。

「緑の募金」
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定
例
教
育
委
員
会
の
動
き
に

つ
い
て
は
、
議
案
に
つ
い
て
だ

け
の
簡
素
な
記
事
に
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。
定
例
会
に

お
い
て
は
、
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
町
広
報

に
開
催
日
と
議
案
に
つ
い
て
掲

載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
希

望
す
る
方
は
傍
聴
に
き
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

定
例
会
の
詳
細
を
知
り
た
い

方
は
、
八
郎
潟
町
公
開
情
報
条

例
に
よ
り
、
非
公
開
の
部
分
を

除
い
て
、
議
事
録
の
開
示
の
請

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
教
育
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
協
議
・
報
告
事
項

報
告
事
項
１　

全
県
市
町
村
教
育

委
員
会
委
員
長
・
教
育
長
会
議

に
つ
い
て

報
告
事
項
２　

全
県
中
学
校
秋
季

大
会
の
結
果
に
つ
い
て

●
行
事
報
告
に
つ
い
て
教
育
委
員
か

ら
の
意
見

①
テ
ノ
ー
ル
リ
サ
イ
タ
ル
、
青
少

年
劇
場
に
し
て
も
本
物
を
見
せ

る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
大
切

な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
是
非

継
続
し
て
ほ
し
い
。

②
中
学
校
で
の
１
年
生
の
英
語
の

授
業
に
つ
い
て
、
２
人
の
教
師

と
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
３
人
に
よ
る
指
導

は
、
一
生
懸
命
子
ど
も
た
ち
を

楽
し
ま
せ
て
授
業
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
し
て
い
て
、
意
気
込
み

が
伝
わ
っ
て
き
た
。（
研
究
事

業
の
参
観
よ
り
）　

◆
議
案
第
２２
号　

平
成
２４
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）に
つ
い
て

●
教
育
委
員
か
ら
の
質
疑

①
補
正
予
算
の
事
業
説
明
で
、「
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
い
う
項
目
が
あ

る
が
、
学
校
側
か
ら
の
要
望
に

よ
る
も
の
な
の
か
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
人
が
く
る
の
か
。

●
事
務
局
の
答
弁
及
び
説
明

①
こ
の
事
業
は
、
県
内
１０
市
町
村

を
対
象
と
し
実
施
し
て
い
る
。

秋
田
県
国
際
交
流
協
会
及
び

ジ
ャ
イ
カ
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
等
、

秋
田
県
の
国
際
交
流
に
関
係
す

る
海
外
の
方
々
の
話
を
子
ど
も

た
ち
が
聞
く
と
い
う
内
容
に

な
っ
て
い
る
。

◆
協
議
・
報
告
事
項

報
告
事
項
１　

平
成
２５
年
度
秋
田

県
教
育
委
員
会
教
職
員
人
事
異

動
方
針
に
つ
い
て

報
告
事
項
２　

園
児
・
児
童
・
生

徒
の
状
況
に
つ
い
て

報
告
事
項
３　

全
県
中
学
校
秋
季

大
会
の
結
果
に
つ
い
て

◆
協
議
・
報
告
事
項

報
告
事
項
１　

全
県
秋
季
大
会
の

結
果
に
つ
い
て

報
告
事
項
２　

１２
月
定
例
議
会
の

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て

協
議
事
項
１　

開
設
学
校
の
方
向

性
に
つ
い
て

●
協
議
事
項
に
つ
い
て
教
育
委
員
会

協
議
内
容

①
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
沢
山
あ
る
が
、
い
く
つ
か

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
評
価

し
な
が
ら
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
の
見
方
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
く
る
と
は
思
う
。
何
回

か
県
内
併
設
校
、
県
外
の
一
貫

校
を
視
察
し
て
い
る
が
、
今
の

段
階
で
は
、
児
童
生
徒
、
町
の

負
担
を
考
え
る
と
一
貫
教
育
校

よ
り
は
併
設
で
進
め
た
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

②
施
設
一
体
型
小
中
連
携
教
育
校

が
望
ま
し
い
と
思
う
。
施
設
一

体
型
で
あ
れ
ば
生
徒
同
士
、
教

職
員
同
士
の
連
携
も
取
れ
、
徹

底
し
た
指
導
体
制
も
作
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

③
一
貫
教
育
校
を
視
察
し
た
が
、

規
制
緩
和
で
私
た
ち
が
考
え
て

い
た
よ
り
も
簡
単
に
一
貫
教
育

校
が
で
き
た
よ
う
な
感
じ
が
す

る
。
特
色
の
あ
る
町
、
特
色
の

あ
る
教
育
を
含
め
て
考
え
る
と

一
貫
教
育
校
の
方
向
も
あ
る
と

思
う
。

④
今
後
は
、
具
体
的
な
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
示
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
り
、
父
兄
の
不
安
材
料
を
取

り
除
く
よ
う
に
し
た
ら
良
い
と

思
う
。

⑤
併
設
校
か
ら
入
っ
て
、
様
子
を

見
て
一
貫
教
育
校
の
デ
メ
リ
ッ

ト
を
解
消
し
な
が
ら
、
移
行
す

る
こ
と
も
視
野
に
い
れ
て
い
け

ば
良
い
と
思
う
。

◆
議
案
第
１
号　

平
成
２５
年
度
一
般

会
計
予
算
に
つ
い
て

●
教
育
委
員
か
ら
の
質
疑

①
検
査
で
「
脊
柱
側
わ
ん
症
」
と

あ
る
が
、
発
症
児
童
生
徒
は
い

る
の
か
、
小
学
校
５
年
か
ら
実

施
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の

な
の
か
。

②
「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど

の
教
科
を
取
り
入
れ
る
の
か
。

③
平
成
２６
年
度
国
民
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
る
が
、
八
郞
潟
町
で
は

ど
ん
な
企
画
を
し
て
い
る
の
か
。

④
ロ
マ
ン
の
里
の
屋
根
塗
装
は
、

定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
の
か
。

⑤
中
羽
立
公
園
施
設
の
歳
入
と
歳

出
の
関
係
に
つ
い
て
、
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

●
事
務
局
の
説
明

①
現
在
中
学
校
生
徒
を
対
象
に
実

施
し
て
い
る
が
、
中
学
生
に

な
っ
て
か
ら
の
発
見
で
は
治
療

に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と

で
、
早
期
検
査
の
要
望
が
あ
る

た
め
、
平
成
２５
年
度
か
ら
小
学

校
５
年
生
を
対
象
に
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

②
小
学
校
１
年
か
ら
６
年
ま
で
の

教
材
で
あ
る
。
各
教
室
に
備
え

つ
け
の
テ
レ
ビ
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
黒
板
に
書
い
た
も

の
を
振
り
返
る
と
き
、
す
ぐ
に

戻
し
て
授
業
が
で
き
る
こ
と
、

児
童
が
画
面
に
集
中
す
る
こ

と
、
教
員
同
士
が
使
い
回
し
も

出
来
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ

る
。

③
平
成
２６
年
度
の
国
民
文
化
祭
は
、

各
市
町
村
が
参
加
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
町
で
は
「
願
人

坊
主
が
伝
え
た
民
俗
芸
能
」
と

し
て
、
願
人
踊
や
願
人
に
関
係

す
る
も
の
を
取
り
入
れ
た
団
体

を
招
聘
し
、
町
民
及
び
県
内
外

の
方
々
に
披
露
す
る
計
画
で
あ

る
。

④
建
設
以
来
行
っ
て
お
ら
ず
、
今

回
が
初
め
て
の
塗
装
と
な
っ
て

い
る
。

⑤
中
羽
立
公
園
施
設
管
理
と
し
て

は
、
年
間
１
，
２
０
０
万
円
か

ら
１
，
３
０
０
万
円
ほ
ど
と

な
っ
て
お
り
、
使
用
料
収
入
は

１
％
に
も
満
た
な
い
状
況
だ

が
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、

憩
い
の
施
設
と
し
て
の
機
能
は

高
い
と
思
う
。

◆
議
案
第
２
号　

八
郎
潟
幼
稚
園
預

か
り
保
育
料
徴
収
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

●
事
務
局
か
ら
の
説
明

　

通
年
保
育
を
希
望
し
た
保
護
者

が
、
夏
休
み
及
び
冬
休
み
期
間
に

定
例
教
育
委
員
会

主

な

会

議

内

容

１０
月
定
例
会

〈
平
成
２４
年
１０
月
２４
日
（
水
）〉

１１
月
定
例
会

〈
平
成
２４
年
１１
月
２１
日
（
水
）〉

１２
月
定
例
会

〈
平
成
２４
年
１２
月
１９
日
（
水
）〉

１
月
定
例
会

〈
平
成
２５
年
１
月
２３
日
（
水
）〉

平
成
２４
年
１０
月
〜
平
成
２５
年
３
月
（
平
成
２４
年 

第
１０
回
〜
平
成
２５
年 

第
３
回
）
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保
育
を
希
望
し
た
場
合
に
、
負
担

増
と
な
る
こ
と
と
、
臨
時
保
育
に

つ
い
て
は
そ
の
都
度
保
育
料
を
納

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
保

護
者
の
負
担
が
大
き
い
た
め
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

●
教
育
委
員
に
よ
る
合
議
結
果

　

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

的
確
な
提
案
理
由
に
よ
る
改
正
で

あ
り
、
こ
れ
を

｢

可
」
と
す
る
。

◆
協
議
・
報
告
事
項

協
議
事
項
１　

今
後
の
学
校
の
方

向
性
に
つ
い
て

報
告
事
項
１　

八
郎
潟
町
ス
ポ
ー

ツ
賞
授
与
式
・
ス
ポ
ー
ツ
講
演

会
に
つ
い
て

●
協
議
事
項
に
つ
い
て
教
育
委
員
会

決
定
内
容

　

前
回
か
ら
の
協
議
を
踏
ま
え
、

保
護
者
が
納
得
す
る
形
で
、
併
設

校
を
目
指
す
と
と
も
に
、
幼
稚
園

と
保
育
園
の
一
体
化
に
つ
い
て
も

今
後
教
育
委
員
会
と
し
て
協
議
を

す
す
め
る
こ
と
と
す
る
。

◆
議
案
第
３
号　

要
保
護
児
童
の
認

定
に
つ
い
て

●
教
育
委
員
に
よ
る
合
議
結
果

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
の
で
、

全
会
一
致
で
承
認
と
す
る
。

◆
議
案
第
４
号　

平
成
２４
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
つ

い
て

●
教
育
委
員
か
ら
の
質
疑

①
通
学
バ
ス
児
童
定
期
券
購
入
補

助
金
の
減
額
に
つ
い
て
、
減
額

の
理
由
は
何
か
。

②
予
算
執
行
の
状
況
確
認
と
い
う

の
は
、
課
内
で
ど
の
く
ら
い
の

期
間
で
行
う
の
か
。

●
事
務
局
か
ら
の
答
弁
及
び
説
明

①
通
学
バ
ス
の
定
期
券
購
入
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
利
用
児
童
の

往
復
定
期
分
を
見
込
ん
で
い
る

が
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
に

よ
り
片
道
定
期
券
購
入
児
童
が

い
る
た
め
で
あ
る
。

②
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
当

初
予
算
事
業
計
画
に
沿
っ
て
執

行
し
て
い
く
。
特
に
事
業･

工

事
等
に
つ
い
て
は
、
随
時
確
認

し
て
い
る
。
ま
た
、
１２
月
に
は

３
月
ま
で
の
執
行
状
況
を
精
査

し
て
お
り
、
３
月
議
会
に
補
正

予
算
を
審
議
し
て
も
ら
う
。　

◆
議
案
第
５
号　

平
成
２５
年
度
八
郎

潟
町
教
育
基
本
方
針
及
び
教
育
重

点
施
策
に
つ
い
て

●
教
育
委
員
会
の
意
見

　

教
育
長
が
議
会
に
示
す
平
成
２５

年
度
八
郎
潟
町
教
育
基
本
方
針
及

び
教
育
重
点
施
策
に
つ
い
て
、
委

員
会
で
協
議
し
た
内
容
で
教
育
基

本
方
針
及
び
教
育
重
点
施
策
を
述

べ
て
も
ら
う
こ
と
で
確
認
す
る
。

◆
追
加
議
案
第
６
号　

八
郎
潟
町
教

育
委
員
会
委
員
長
の
選
任
に
つ
い

て
●
事
務
局
か
ら
の
説
明

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
１２
条
及
び
八
郎

潟
町
教
育
委
員
会
会
議
規
則
第
２

条
に
基
づ
き
選
任
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

●
教
育
委
員
に
よ
る
合
議
結
果

　

指
名
推
薦
の
結
果
、
委
員
全
員

が
須
田
秀
温
氏
を
委
員
長
に
指
名
。

◆
追
加
議
案
第
７
号　

八
郎
潟
町
教

育
委
員
会
委
員
長
職
務
代
理
者
の

選
任
に
つ
い
て

●
事
務
局
か
ら
の
説
明

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
１２
条
及
び
八
郎

潟
町
教
育
委
員
会
会
議
規
則
第
３

条
に
基
づ
き
選
任
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

●
教
育
委
員
に
よ
る
合
議
結
果

　

指
名
推
薦
の
結
果
、
委
員
全
員

が
久
米
達
哉
氏
を
職
務
代
理
者
に

指
名
。

◆
協
議
・
報
告
事
項

協
議
事
項
１　

平
成
２４
年
度
教
育

委
員
会
評
価
自
己
評
価
に
つ
い

て
報
告
事
項
１　

平
成
２４
年
度
新
体

力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

◆
議
案
第
８
号　

八
郎
潟
町
幼
稚
園

長
の
任
命
に
つ
い
て

●
事
務
局
か
ら
の
説
明

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
３４
条
の
規
定
に

よ
り
、
教
育
長
の
推
薦
に
よ
り
教

育
委
員
会
が
任
命
す
る
も
の
で
あ

る
。

●
教
育
委
員
に
よ
る
合
議
結
果

　

全
員
一
致
で
幼
稚
園
長
に
草
階

ト
ヨ
子
氏
を
任
命
す
る
こ
と
と
決

定
。

◆
議
案
第
９
号　

公
民
館
運
営
審
議

委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

●
教
育
委
員
か
ら
の
意
見

　

紹
介
さ
れ
た
、
１１
名
の
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て
は
、
履
歴
・
年
齢

構
成
も
良
い
の
で
、
委
員
と
し
て

申
し
分
な
い
と
思
う
。

●
教
育
委
員
に
よ
る
合
議
結
果

　

全
会
一
致
で
、
１１
名
を
教
育
委

員
会
評
価
委
員
会
委
員
に
委
嘱
す

る
こ
と
に
決
定
。

◆
議
案
第
１０
号　

町
立
図
書
館
協
議

会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

●
教
育
委
員
か
ら
の
意
見

　

紹
介
さ
れ
た
、
１０
名
の
委
員
は

再
任
と
な
っ
て
い
る
が
、
履
歴
等

を
参
照
し
た
結
果
、
委
員
と
し
て

申
し
分
な
い
と
考
え
る
。

●
教
育
委
員
に
よ
る
合
議
結
果

　

全
会
一
致
で
、
１０
名
を
心
身
障

害
児
就
学
指
導
委
員
会
委
員
に
委

嘱
す
る
こ
と
に
決
定
。

◆
議
案
第
１１
号　

公
民
館
長
の
委
嘱

に
つ
い
て

◆
議
案
第
１２
号　

図
書
館
長
の
委
嘱

に
つ
い
て

●
教
育
委
員
か
ら
の
意
見

　

議
案
第
１１
・
１２
号
に
つ
い
て
は
、

教
育
課
長
が
兼
務
し
て
い
る
。
兼

務
は
大
変
と
思
う
が
、
社
会
教
育

行
政
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
。

●
教
育
委
員
に
よ
る
合
議
結
果

　

全
会
一
致
で
、
教
育
課
長
を
公

民
館
長
・
図
書
館
長
に
任
命
す
る

こ
と
に
決
定
。

◆
議
案
第
１３
号　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
委
嘱
に
つ
い
て

●
教
育
委
員
か
ら
の
意
見

　

紹
介
さ
れ
た
、
８
名
の
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て
は
、
履
歴
・
年
齢

構
成
も
良
く
、
委
員
と
し
て
申
し

分
な
い
と
思
う
。

●
教
育
委
員
に
よ
る
合
議
結
果

　

全
会
一
致
で
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
決
定
。

◆
議
案
第
１４
号　

平
成
２４
年
度
要
保

護
・
準
要
保
護
児
童
生
徒
の
認
定

に
つ
い
て

●
教
育
委
員
か
ら
の
質
疑

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
、

自
動
的
に
要
保
護
に
な
る
の
か
。

②
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
に
は
、

所
得
の
上
限
は
な
い
の
か
。

●
事
務
局
か
ら
の
答
弁
及
び
説
明

①
生
活
保
護
受
給
対
象
者
は
、
自

動
的
に
要
保
護
対
象
と
な
る
。

②
上
限
は
も
う
け
ら
れ
て
お
り
、

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
、

福
祉
担
当
課
で
認
定
し
、
そ
の

中
に
入
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。　

●
教
育
委
員
に
よ
る
合
議
結
果

　

全
会
一
致
で
、
１６
名
を
要
保

護
・
準
要
保
護
児
童
生
徒
と
す
る

こ
と
に
認
定
。
１
名
に
つ
い
て
は

却
下
と
す
る
。

◆
協
議
・
報
告
事
項

協
議
事
項
１　

教
育
委
員
会
委
員

の
年
間
活
動
計
画
に
つ
い
て

報
告
事
項
１　

平
成
２５
年
度
一
般

会
計
に
つ
い
て

報
告
事
項
２　

３
月
定
例
議
会
の

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て

報
告
事
項
３　

八
郎
潟
町
子
ど
も

読
書
活
動
推
進
計
画
に
つ
い
て

２
月
定
例
会

〈
平
成
２５
年
２
月
２７
日
（
水
）〉

３
月
定
例
会

〈
平
成
２５
年
３
月
２２
日
（
金
）〉



岩
村
剛
三
さ
ん
・
安
田
年
子
さ
ん

　

生
涯
学
習
奨
励
員
と
し
て

　
　
　
　
　

功
労
者
表
彰
を
受
け
る

　

５
月
１４
日
、
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
町
生
涯
学
習
奨

励
員
の
岩
村
剛
三
さ
ん
と
安
田
年
子
さ
ん
が
、
県
生
涯
学
習
奨
励
員
協
議

会
長
よ
り
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

◆
岩
村　

剛
三
さ
ん

　

岩
村
さ
ん
は
、
平
成
１３
年
よ
り

町
生
涯
学
習
奨
励
員
と
し
て
尺
八

の
製
作
・
演
奏
指
導
を
し
、
多
年

に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
１５
年
か
ら
は
、
八
郎
潟
中
学
校

の
選
択
授
業
の
音
楽
で
尺
八
指
導

し
（
毎
週
１
回
）、
平
成
２０
年
か

ら
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
交
流
の

場
に
お
い
て
月
１
回
高
齢
者
に
民

謡
を
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
安
田　

年
子
さ
ん

　

安
田
さ
ん
は
、
平
成
１３
年
よ
り

町
生
涯
学
習
奨
励
員
と
し
て
ち
ぎ

り
絵
教
室
の
指
導
を
し
、
多
年
に

わ
た
り
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

６
年
の
教
室
開
設
か
ら
、
町
内
外

で
展
覧
会
を
開
催
し
、
特
に
「
八

郎
潟
」
を
題
材
と
し
た
創
作
ち
ぎ

り
絵
を
積
極
的
に
創
作
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
２１
年
か
ら
は
小

学
校
の
児
童
に「
伝
承
サ
ー
ク
ル
」

と
し
て
、
秋
田
音
頭
・
一
日
市
盆

踊
り
の
指
導（
年
３０
回
程
度
開
催
）

も
さ
れ
て
い
ま
す
。

●６月２日（日） 全町ウォーキング（中羽立公園等）
●６月１５日（土）～９月１５日（日）
 Ｂ＆Ｇ海洋センターオープン
●８月１４日（水） 全町野球大会 （弁天球場）
●９月８日（日） 全町グラウンドゴルフ大会
 （中羽立公園芝生広場）
●９月下旬 全県ゲートボール大会（弁天球場）
●１０月６日（日） スポーツフェスティバル
 （中羽立公園等）
●１０月２７日（日） 全町ラージボール卓球大会
 （町民体育館）
●１１月７日～２０日（平日夜）
 全町家庭バレーボール大会
 （町民体育館）
●１月１９日（日） 全町ビーチバレーボール大会
 （中学校体育館）
●２月１６日（日） 全町ディスコン大会（町民体育館）
※開催時期は、変更になる場合があります。

　雨天でも水泳を楽しめる屋内プール「Ｂ＆Ｇ海洋セ
ンター」が、６月１５日からオープンします。利用料
は無料です。皆さんお誘い合ってご利用ください。

【開放期間】 ６月１５日（土）～９月１５日（日）
【開放時間】 ６月・９月　午前９時から午後５時まで
 ７月・８月　午前９時から午後８時まで
【場　　所】 夜叉袋大嶋田２３番地（八郎潟中学校南隣）
【休 館 日】 毎週月曜日

　ただし、月曜日が祝日に当たる場合は、
その翌日が休館日となります。

【注意事項】　
１．浮き輪は小プールのみの使用となっています。
２．幼稚園児以下の子どもが利用する場合は、保護者
の方が同伴してください。保護者の方は、手の届く
範囲で子どもを遊泳させてください。
３．ガラス製の水中メガネ、足ヒレなどは、使用禁止
となっています。
４．管理人の指示に従ってください。

◆問い合わせ先　
　役場教育課　社会体育担当　☎８７５－５８１２

６月１５日からオープン！

◆問い合わせ先  役場教育課  社会体育担当  ☎８７５―５８１２

住民の
皆様へ

！

年間のスポーツ行事予定をお知らせします。

町のスポーツ情報です Ｂ＆Ｇ海洋センター

春
の
褒
章

　

平
成
２５
年
春
の
褒
章
で
、
本
町
の

相
馬
し
げ
子
さ
ん
（
字
中
嶋
）
が
藍

綬
褒
章
を
受
章
し
、
５
月
１６
日
に
皇

居
で
の
天
皇
陛
下
拝
謁
に
臨
ま
れ
ま

し
た
。

　

相
馬
さ
ん
は
、
昭
和
５５
年
に
本
町

婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
隊
員
と
な
り
、
平

成
７
年
か
ら
隊
長
に
就
任
、
ま
た
、

平
成
２０
年
か
ら
は
、
秋
田
県
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
長
に
就
任
し

現
在
に
至
っ
て
お
り
、
婦
人
防
火
活

動
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
し
て
、

こ
の
度
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

相
馬
し
げ
子
さ
ん

藍
綬
褒
章
を
受
章
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お
と
う
さ
ん
は
、
ゴ
ー
ル
て
ま
え
で

こ
ろ
ん
で
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
さ
い
ご

ま
で
は
し
っ
て
す
ご
い
な
。
と
お
も
い

ま
し
た
。

　

こ
の
本
は
、
に
が
て
な
こ
と
も
れ
ん

お
父
さ
ん
の
Ｖ
サ
イ
ン

石
いし

川
かわ

　翔
と

海
あ

 さん

現八小２年生 小
学
校
低
学
年
の
部　

第
一
席

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

▼お父さんたちを相手に一生懸命！
　勝ったときには跳びはねて喜んでいました

リレーのアンカー１番
でゴール！ガッツポー
ズがキマっています▶

◀応援合戦も各組
それぞれのカ
ラーで盛り上が
りました

　５月１８日、八郎潟小学校大運動会が開催されました。
快晴の中での気持ちの良い運動会となりました。

◆申し込み・問い合わせ先
　役場教育課　社会教育担当
　☎８７５－５８１２

　守屋ミヨ子さん（字大道）が考案した、注水の手間
がはぶける「おりこう保水鉢」。真夏でも少量の水で
長期保水ができ、１ヶ月１回の水やりで植物を元気に
育てることができます。体の不自由な人にも、長期の
留守にも便利です。
　誰でもカンタン！ペットボトルのリサイクルで作れ
ます。みなさまのご参加をお待ちしております。

 日　　　時　６月２７日（木）
 　　　　　　午後７時～９時ころまで
 場　　　所　ロマンの里（娯楽室）
 講　　　師　守屋ミヨ子 氏（八郎潟町生涯学習奨励員）
 参　加　費　５００円（材料代）
 準備するもの　カッター・ハサミ
 募 集 期 間　６月３日（月）～
 　　　　　　６月１４日（金）
 募 集 人 数　２０人程度
 主　　　催　八郎潟町生涯学習
 　　　　　　奨励員協議会
 後　　　援　八郎潟町公民館

「おりこう保水鉢」趣 味 講 座

平成２５年度 八郎潟小学校大運動会
「心は一つ  仲間と協力して  がんばるぞ！」
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◆問い合わせ先　役場総務課　☎８７５－５８０１

◆問い合わせ先　保健センター　☎８７５－２８００

　平成２４年度は２件の申請があり、「サン
ルーラル大潟」と「洋風居酒屋シャポー」を
会場にイベントが開催されました。それぞれ
３０人前後の独身男女が集まり、ゲームやトー
クを楽しみながら和気あいあいと親睦を深め
ていました。カップルも誕生したようです♡

詳しくは、役場福祉課までご連絡ください。

◆問い合わせ先　役場福祉課　☎８７５－５８０８

◆問い合わせ先　役場産業課　☎８７５－５８０３

～八郎潟de愛サポート事業～
婚活を支援するあなたに補助金を交付します

　町制施行４０周年記念事業としてみなさまから植樹し
ていただいた八郎湖岸堤防の桜も、植樹してから１６年
が経過しだんだんと立派になってきています。今年も除
草作業を行いますので、ご協力よろしくお願いします。

　日　時　　６月１６日（日）
　　　　　　午前６時～（１時間程度）雨天決行

　各町内で作業を開始し、終了次第解散となります。
　刈払機・草刈鎌・クワ・スコップ等の準備をお願い
します。

※例年通り堤防の上端から側溝まで全体の除草をお願
いします。
　また、作業中町からお飲み物をお届けします。

記念桜の除草作業について

｢一日市盆踊り灯籠俳句｣
作品募集のお知らせ

●募 集 句
　・一日市盆踊りに関する俳句（２句）【未発表作品】
　※ただし１句は、八郎潟町の風俗に関する俳句でもよい
●募集締め切り ６月１４日（金）当日消印有効
●応募方法
　官製はがきに住所、氏名、作品をご記入の上、以
下の宛先までお送りください。
（ジュニアの方は学校名と学年をご記入ください）
●あて先　〒０１８－１６９２

八郎潟町字大道８０番地 八郎潟町役場産業課
　｢一日市盆踊り灯籠俳句｣ 係

●選　者　舘岡　誠二 氏（秋田県現代俳句協会顧問）
　　　　　安田　龍泉 氏（寒鮒俳句会代表）

平成２４年度は２回開催！婚活イベント

　八郎潟町では、少子化対策として、独身男女
の出逢いの場を創出する事業の実施者に対し補
助金を交付します。

♥補助金交付の対象

　事業を行う八郎潟町に住所
を有する個人、事業主及び団
体等です。ただし他の補助金対象となってい
る事業は原則として対象になりません。

♥補助金の額について

　１事業につき参加者１人当たり３,０００円、
１０万円を限度として補助します。

♥補助対象となる事業

　八郎潟町の独身者の出逢いの場となるパー
ティー、食事会、体験活動、スキルアップ講
座等のイベントです。
　ただし、「参加者は８名以上で、独身の男
性２５歳以上（町内在住もしくは町内就業者）、
女性２０歳以上とする」などの条件があります。

八郎潟町教育委員会
TEL 875ー5812

教育委員会からのお知らせ

☆日　　時　６月19日（水）午後１時30分
☆場　　所　八郎潟町役場　３階　会議室
☆主な案件　①学校（幼稚園）評議員の委嘱について
　　　　　　②学校給食共同調理場運営委員会委員の委嘱について
　　　　　　③平成25年度教育委員会の点検評価について
　　　　　　④６月定例議会の質問と答弁について
　　　　　　⑤郡市中学校総合体育大会の結果について
　　　　　　⑥その他
※日時・場所及び議案等は変更になる場合があります。直前にお問い
合わせくだされば、お知らせします。

傍聴を希望する方へ
・受付場所　教育委員会事務室（役場３階）
・受付時間　会議開始の10分前から受付
・傍聴手続　所定の用紙に住所･氏名･職業等を記入し、会議

開始まで会議室前でお待ちください。
※会議は原則として公開していますが、案件によっては非公開とな
る場合があります。

18日 八郎潟小学校運動会
22日 学校訪問（幼稚園・中学校）、奨学金貸与選考委員会、

第５回定例会、学童保育訪問（中央児童館）
23日 学校訪問（小学校）
25日 中学校50周年招待野球・バスケットボール大会

６ 月の教育委員会

５ 月の教育委員会の動き

募集について

お知らせ

交　流
サロン “はればれサロン”に来ませんか？

日　時 毎週水曜日　午前１０時～午後４時まで
 ＊６月は６月５日、６月１２日、
 　６月１９日、６月２６日予定。
会　場 ロマンの里
 ＊おいしいコーヒーとお茶を用意しております。

運営主体 メンタルハート八郎潟

　メンタルハート八郎潟では、町のみなさんが気
軽に立ち寄れる憩いの場（交流サロン）をオープ
ンすることになりました。コーヒーやお茶を飲み
ながらゆっくりお話しませんか？会員がおまちし
ております。どなたでも参加できます。
※メンタルハート八郎潟は自殺予防・心の健康づ
くりを推進するボランティアの会です。メンタ
ルヘルスサポーター研修会を受講したメンバー
有志で結成しています。
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◆問い合わせ先　役場町民課　☎８７５－５８０６

「防災ネット八郎潟」に
アドレス登録を！

第２５回　関東地区

八郎潟町ふるさと会開催のお知らせ

◆申し込み及び問い合わせ先

　ふるさと会事務局
　㈱ニッセイ　佐々木計三　☎０３－３４７５－２４５０（平日１０時～１６時）
　役場総務課　☎０１８－８７５－５８０１

　町内における火災
や自然災害など、安
全・安心に関係する
情報が配信されます。
　詳しくは、ホーム
ページをご覧くださ
い。

～ふるさと納税制度～

愛媛県松山市　匿 名 希 望 ５，０００円 　⑥
神奈川県横浜市　佐々木計三 様 １００，０００円 　③

２．入居者の基準
①政令で定める基準の収入（月額１５８，０００円以下）のある者。
※基準の収入は世帯全員の１年間の所得から控除額を差し引いて
１２で除したものです。

②現に住宅に困窮していることが明らかな者。
③現に同居し、又は同居しようとする親族（婚約者を含む）があること。
④申込者及び同居しようとする親族が暴力団員でないこと。

３．入居収入基準及び家賃
　▶収入基準　月額　１５８，０００円以下
　▶家　　賃

収入金額（月額） 家賃（羽立・Ｈ元建設） 家賃（家ノ後・Ｈ１５建設）

１ ０～１０４，０００円 ２０，６００円 ２３，６００円

２ １０４，００１～１２３，０００円 ２３，８００円 ２７，３００円

３ １２３，００１～１３９，０００円 ２７，３００円 ３１，２００円

４ １３９，００１～１５８，０００円 ３０，８００円 ３５，２００円

※家賃は毎年変わります。（入居者の収入に応じた家賃となります。）

アドレス

bousai-net@town.hachirogata.lg.jp

（※）（※）事業の内訳事業の内訳

①豊かな自然環境を守り、活用
する事業
②次代を担う子どもたちの教育
環境の充実に関する事業

③伝統と文化の保存、継承に関
する事業

④福祉の向上と健康づくり
に関する事業
⑤スポーツの振興に関する
事業
⑥特に指定なし

ふるさと基金
コーナー

「八郎潟町がんばれふるさと基金」

八郎潟町営住宅入 居 者 募 集
１．募集住宅の概要（空家住宅）

団地名 所在地 募集戸数 構 造 ・ 間 取 り 家　賃 敷　金

羽　立
字中田
地内

１
木造平屋（７２.５３㎡）台所・浴室・洗面所・
居間（１０畳）・和室（６・８畳）・物置 ３・参照

家賃の
３ヵ月分

家ノ後
字家ノ後
地内

１
木造平屋（６２.３７㎡）台所・浴室・洗面所・
居間（８畳）・洋室（６・８畳）・物置 ３・参照

家賃の
３ヵ月分

　懐かしい皆さんとお会い
し、ふるさとの今昔について
語り、交流を深めませんか。
　次の日程により開催いたし
ますので、皆様お誘いあって
是非ご参加お待ちしておりま
す。

●日　　程
　６月２３日（日）　正午～

●開催場所　日本青年会館
●会　　費
　男女とも大人１人 ６，０００円
　中　 高　 生１人 ２，０００円

　　からの 　

４月の申し込み状況 指定事業（※）

～庁舎内「クールビズ」のお知らせ～～庁舎内「クールビズ」のお知らせ～～庁舎内「クールビズ」のお知らせ～
　例年、執務能力の効率化と地球温暖化対
策の一環として実施しております、「クー
ルビズ」（夏の軽装）について、本年度も
次のとおり実施することといたしましたの
でご理解くださるようお願いいたします。

◎実施期間 ６月１日～１０月３１日

※会議開催にあたっても「クールビズ」を
推進しますのでご理解ください。

４．選考方法と
　　入居予定時期
▶審査の上、選
考決定します。
▶入居決定通知
　６月２５日予定
▶入居予定日
　７月１日予定

５．添付書類
＊入居しようと
する者の住民
票
＊入居しようと
する者の所得
証明書と源泉
徴収票

　＊入居しようとする者の納税証明書
　＊連帯保証人（町内在住者）

６．申し込み受付期間と申し込み先

▶６月３日（月）～６月１７日（月）
午後５時まで

▶役場建設課　☎８７５－５８０９

添付書類・収入計算等詳細については、
役場建設課へお問い合わせください。

羽
立
団
地

家
ノ
後

団
地

川
崎
団
地

国
道
７
号

至
大
潟
村

至
五
城
目GS

卍

〒

幼稚園
防災センター防災センター

GS

商
　
　 

店
　
　 

街

上
昼
根
団
地

ま
ち
な
か
中
央
団
地

八郎潟駅八郎潟駅
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日　　時　７月３日（水）
　　　　　午後１時～３時３０分（開場１２時）

場　　所　秋田市文化会館　大ホール
　　　　　（秋田市山王７丁目３番１号）

大会次第　・秋田県警察音楽隊による
　　　　　　「プロムナードコンサート」
　　　　　・暴力追放活動功労者表彰等
　　　　　・特別講演

※入場は無料で、どなたでも参加できます。

◎自動車税の納期限は７月１日（月）です。

　自動車税は、４月１日現在の所有者に課税さ
れます。４月１日以降に移転登録（転売等）し
たときでも４月１日現在の所有者が全額納税す
ることになります。
　忘れずに最寄りの金融機関、またはコンビニ
エンスストアで期限内に納めましょう。

◎自動車税もぜひ口座振替で

　公共料金の支払いと同じように、自動車税も
口座振替にしませんか。わざわざ金融機関へお
出かけになる手間が省けて、安全、確実です。
　県内の銀行、信用金庫、労働金庫、信用組合、
農協などに預金口座があれば、どなたでも利用
できます。
　秋田銀行及び北都銀行は県外の支店でも可能
です。（ゆうちょ銀行は利用できません）
　平成２６年３月３１日までにお申し込みされま
すと、平成２６年度分から自動車税の口座振替
ができます。
　詳しくは、秋田県総合県税事務所納税部収納
管理課まで。

◎日　時　６月２９日（土）午後１時～
◎場　所　男鹿市文化会館
◎内　容　第９回消防団員意見発表会、
　　　　　なまはげ太鼓、願人踊
　　　　　講演　桂　三若
◎入場料　無料

　事前の申し込みは不要ですので、お気軽に
ご参加ください。

　山林の雪解けも進み、これからの時期は山菜採りや散策
などで山林に入られる方も多いと思います。しかし秋田地
域の一部の山林等にはヤマビルが生息しており、毎年吸血
被害が発生しております。
　そこでヤマビル被害を予防するために

①肌を露出しない
②袖口・襟元・長靴等とズボンの境目はガムテープで
密閉する　　

　などの忌避方法があります。
　また、衣類や靴にスプレーし、ヤマビルを寄せつけない
ようにする専用の忌避剤（商品名：ヤマビルファイター等）
もあります。

　山林に入る前には、ヤマビルの忌避方法を実践され、吸
血被害に遭わないよう十分注意されるようお願いします。

　仙台国税局では、バイタリティーあふれる税務職員
を募集しています。
　税務職員は、国の財政を支える重要な仕事を担い、
税務署等において、調査・徴収・検査や指導などを行
う税のスペシャリストです。

◆第一次試験日
　９月８日（日）

◆受験申込受付期間
　１ インターネット申し込み（原則）
　 　６月２４日（月）～７月３日（水）
　２ 郵送・持参申し込み
　　 ６月２４日（月）～６月２８日（金）

◆受験申込書の配布
　受験申込書の配布は、最寄りの税務署、仙台国
税局人事第二課または人事院東北事務局にて行っ
ています。

　内閣府男女共同参画推進本部では、６月２３日か
ら２９日までの１週間を男女共同参画週間としてお
り、私たちのまわりの男女のパートナーシップにつ
いて考える期間に定めています。
　本年度は、女性の活躍推進による日本経済再生を
重点とし、「紅一点じゃ、足りない。」をキャッチフ
レーズに様々な取組を展開します。
　あなたの家庭、職場では男女が平等なパートナー
として互いに尊重しあっていますか？今一度考えて
みましょう。一人ひとりの意識が大事です。

暴力団壊滅秋田県民大会第２３回

からのお知らせ

第６６回秋田県消防大会

ヤマビルの吸血被害にご注意下さい

平成２５年度

税務職員採用試験（高校卒業程度）
のお知らせ

「紅一点じゃ、足りない。」

　◆問い合わせ先    
　　秋田地域振興局  農林部  森づくり推進課  林業振興班
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ☎ ８６０－３３８２

  ◆問い合わせ先
     （公財）暴力団壊滅秋田県民会議　☎８２４－８９８９

　◆問い合わせ先
　　秋田県総合県税事務所納税部収納管理課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎８６０－３３３１

　◆問い合わせ先
　　秋田県消防協会男鹿潟上南秋支部
　　（男鹿地区消防本部　総務課内　
　　　　　　  ☎０１８５－２３－３１３９　内線３０５）

　◆問い合わせ先
　　人事院東北事務局　☎０２２－２２１－２０２２
　　仙台国税局人事第二課試験研修係　
　 　　　　　　　　　　　   ☎０２２－２６３－１１１１　内線３２３６

◆問い合わせ先　役場総務課　☎８７５－５８０１

県 税
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一人当たり医療費 一般分 退職分 全体（平均）

八 郎 潟 町 28,769 30,671 28,981

医 療 圏 内
（秋田・男鹿・潟上・南秋）

30,767 34,385 30,986

秋 田 県 29,145 28,587 29,102

国民健康保険者医療費状況（平成２５年３月分）（単位：円）

乳がん検診 子宮がん検診

対 象
町内に住所がある
３０歳以上の女性

町内に住所がある２０歳以上の
女性

健診料金 無　料
１,３００円
（７０歳以上の方、生活保護世帯
の方、クーポン券対象者は無料）

６月の保健衛生・介護予防事業

脱！メタボ運動教室

保健センターだより 保 健 セ ン タ ー　☎８７５－２８００

地域包括支援センター　☎８７５－２８３５

日・曜日 事　業　名 対　象　者 場  　所 時 　 間

 ６日㈭
妊婦相談
母子手帳発行

母子手帳の
必要な妊婦

保健センター

午前８時４０分～
１１時３０分受付

 ７日㈮ ２歳児歯科健診
平成２２年７月生
～平成２２年１２月生

午後１時～
１時２０分受付

１１日㈫ ぴよぴよ教室
乳幼児をもつ
保護者

午後２時～
３時３０分受付

１３日㈭ 乳児健康診査
平成２４年７月生
～平成２５年２月生

午後１時～
１時３０分受付

１３日㈭ 脱！メタボ
運動教室

４０代５０代の方
保健センター

午後７～８時
２７日㈭ 農村環境改善センター

 ５日㈬
１９日㈬

高岡おたっしゃ
くらぶ

おおむね
６５歳以上の方

高岡コミュニ
ティセンター

午後１時～３時

２０日㈭
川崎おたっしゃ
くらぶ

川 崎 多 目 的
セ ン タ ー

午前９時４０分
　～１１時３０分

 ７日㈮
２１日㈮

寿山荘おたっしゃ
くらぶ

寿 山 荘 午後１時～３時

１２日㈬ ストレッチ教室 保健センター
午後１時
　～２時３０分

 ６日㈭
１３日㈭
２０日㈭

筋筋くらぶ 保健センター 午後１時～３時

 ５日㈬
１２日㈬
１９日㈬
２６日㈬

元気ぱわふる
運動教室

おおむね
６５歳以上の男性

オリンピック
記 念 会 館

午前１０時
　～１１時３０分

 ７日㈮
１４日㈮
２１日㈮
２８日㈮

いきいきシニア
健康エクササイズ
（初級）

体力の維持向上に
関心のある方で、
昨年度参加しなか
った方

オリンピック
記 念 会 館

午前１０時３０分
　～１１時３０分

１１日㈫
１８日㈫

いきいきシニア
健康エクササイズ
（中級）

申し込みをされた方 保健センター
午後１時３０分～

３時

　６月２０日から２８日までの７日間の日程で早朝総合健
診が始まります。健診を申し込みした方には６月中旬に
健診の受診決定通知書や容器等を郵送します。申し込み
されていない方でも随時申し込みを受付しておりますの
で、保健センターまでお問い合わせください。

乳がん検診・子宮がん検診のお知らせ 早朝総合健診のお知らせ

～指定された医療機関で、乳がん検診・
子宮がん検診を受けることができます。～

【実施期間】６月１日（土）～１２月３１日（火）
【当日持参するもの】健康保険証、クーポン券（対象の方）
【乳がん検診協力医療機関】
・秋田組合総合病院 ☎８８０－３０００

（秋田市飯島西袋１－１－１）
・藤原記念病院 ☎８７３－３１３１

（潟上市天王字上江川４７）
・山本組合総合病院 ☎０１８５－５２－３１１１

（能代市落合字上前田地内）
・秋田駅前内科外科クリニック　☎８３７－６５０１

　（秋田市千秋久保田町３－１５　三宅ビル２Ｆ）
【子宮がん検診協力医療機関】
　秋田市内の協力医療機関で受診できます。
　医療機関多数のため、受診をご希望の方は保健センター
までお問い合わせください。

　日頃、運動不足を感じている方、体重増加が気になる
方、健康的に体重を減少させたい方を対象にした運動教室
です。日中仕事や家事で教室に参加できない方のための夜
開催の教室です。皆さんお気軽にご参加ください。

【対象】 ４０～５０代の方で健康的に体重を減少させたい方、
メタボに関心のある方。運動不足を感じている方。

【日程】 １０月まで月２回　午後７時～８時
６月の日程は「６月１３日（木）・６月２７日（木）」です。

※申し込み制です。ご希望の方は保健センターまでお申し込み

ください。（定員２０名）

　いつまでもイキイキと生活をしていくためには、老化
に伴う様々な不具合（骨や関節、筋肉などの衰え）に対
し、適切な対策が必要です。地域包括支援センターでは、
老化の兆しを早期に発見し介護予防につなげるために、
基本チェックリストにお答えしてもらっています。アン
ケート用紙をお送りしますので返信用の封筒で投函して
ください。
□ 対象者：６５才以上で介護認定を受けていない方
□ 期　間：７月７日まで
　アンケートの結果、該当の方には９月から３ヶ月間介
護予防教室に参加していただきます。（送迎有り）
　内容は運動器の機能向上と口腔の機能向上です。

日　　程 受付時間 会　　場
骨粗しょう症
検　　診

６月２０日㈭

午前６時～
午前７時３０分

防 災 セ ン タ ー

○

６月２１日㈮

６月２４日㈪

６月２５日㈫
高岡コミュニティー
セ ン タ ー 体 育 館

○

６月２６日㈬

保 健 セ ン タ ー６月２７日㈭ ○

６月２８日㈮ ○

健診日程

９月健診をお申し込みの方には８月上旬に容器等を郵送します。

※○印が実施日です

基本チェックリストの記入についてご協力下さい。
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◆問い合わせ先　八郎潟町立図書館　☎８７５－５８１２

●赤堀芳和 『我を超えること　近代理性主義の克服』
（社会評論）

●有川浩 『三匹のおっさん』（小説）
　 『三匹のおっさん　ふたたび』（小説）
●川島永嗣 『準備する力　夢を実現する逆算のマネ

ジメント』（スポーツ）
●岸惠子 『わりなき恋』（小説）
●越野稔・小松健治『最後の療法』（医療）
●小玉歩 『クビでも年収１億円　人生を好転させ

る非常識な１１のリスト』（自己啓発）
●デレグ・ウォール　『緑の政治ガイドブック』（政治）
●長野慶太　『KAMIKAKUSHI　神隠し』（小説）
●畠山義郎　『美しい詩ではないけれど』（詩集）
　　　　　　『畠山義郎全詩集』（詩集）
●畠中恵 『けさくしゃ』（小説）
●百田尚樹 『夢を売る男』（小説）
●村上春樹 『色彩を持たない多崎つくると、彼の巡

礼の年』（小説）
●渡辺和子 『置かれた場所で咲きなさい』（エッセイ）

●荒井良二 『明けない夜はないから』（絵本）
 『たいようオルガン』（絵本）
●学研 学研の「ひみつ」シリーズ
 『衛星多チャンネル放送と衛星通信のひみつ』
 『回転寿司のひみつ』
 『ファッションのひみつ』
 『みそのひみつ』
●斉藤洋 『遠く不思議な夏』（児童図書）
●佐藤まどか『カフェ・デ・キリコ』（児童図書）
●さとうわきこ／作　二俣英五郎／絵
 『とりかえっこ』（絵本）
●なかやみわ『どんぐりむらのぼうしやさん』（絵本）
 『どんぐりむらのおまわりさん』（絵本）
●日本・フィンランド文化交流実行委員会／編
　　　　　　『やさしいフィンランド　

子どものための小百科』（百科事典）
●日向理絵子／作　吉田尚令／絵
 『雨ふる本屋の雨ふらし』（児童図書）
●水沢いおり／作　石橋富士子／絵
 『つくろいものやはじめます』（児童図書）
●山脇恭／作　小田桐昭／絵
 『おへんじください。』（絵本）

◎図書館の本を農村環境改善センター事務室に返却できるようになっております。

　ご活用ください。午前８時３０分～午後９時

１．ＦＡＸ（８７５－５９５０）で氏名（フリガナ付）、住所、電話番号を送ってください。
２．カウンターに置いてある申込用紙に必要事項を記入し、ポストに入れてください。
３．kouminkan@town.hachirogata.lg.jpまで、件名を「図書館カード申込」として、本文に
氏名（フリガナ付）、住所、電話番号を記入して送信してください。カードはこちらか
ら郵送いたします。

　携帯電話からは、こちら
をお使いください。八郎
潟町公民館の
メールアドレ
スが表示され
ます。

◎本を借りるときは図書利用カードが必要です。カードを作る際には教育委員会職員に声をかけてください。
　平日に来ることができない方は、以下のいずれかの方法でお申込ください。

一般向け　15冊 児童・幼児向け　15冊

　★一般向けの新刊は図書館内のテーブルの上に、児童・幼児向け新刊は図書館入口に配架しています。

計30冊

新刊図書案内
（著者名・五十音順）

◆申し込み・問い合わせ先　八郎潟保育園　☎８７５－５１７２

「はっぴぃ」から「はっぴぃ」から「はっぴぃ」から❻月のお知らせ❻月のお知らせ❻月のお知らせ地域子育て支援センター

今月の特別企画今

○親子ゆっくりウォーク　
　８日（土）午前９時３０分集合～１１時３０分ころ
　小学校裏庭、Ｂ＆Ｇプール、保育園周辺を親子でゆっ
くりお散歩しましょう。
　シャボン玉や風車のプレゼントもあります。
※お弁当を持ってきてもいいですよ。
○バス遠足　「天王グリーンランド」　
　１７日（月）午前９時３０分集合
　帰りは、１２時ころには保育園に着く予定です。
※歩けないお子さんは、ベビーカーを持ってきたらいいですよ。
○不用品処分市　２１日（金）
　家庭で不要になった物を持ち寄って、必要な人がゆずり受
ける市です。お家で不要な物がありましたら持ってきてね。

○６月のお誕生日会　２８日（金）
　　身長、体重の測定もします。

•中央児童館
　…３日、７日、１０日、１４日、２１日、２４日、２８日

（午前９時～午後１時）（月、金曜日）
•保育園はっぴぃルーム
　…５日、１２日、１９日、２６日

（午前９時～午後１時）（水曜日）
•保育園土曜開放日…２９日（午前９時～１２時）
•保育園の園庭開放…平日（午前９時～１１時）

　さわやかな春風にさそわれてどこかへ出かけた
くなるような季節になりましたね。今月から「げ
んきっこ広場」の開催日が多くなり、「親子ゆっく
りウォーク」や「バス遠足」などの楽しい企画も
あります。
　ぜひ、お子さんと一緒に遊びに来てください。

６月のげんきっこ広場の開催日時と場所
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 ◆問い合わせ先　役場町民課　☎８７５－５８０５

八郎潟町

国民年金の手続きはお済みですか？

検　査　項　目 検査結果 基　準　値

1 一般細菌 ０CFU/ml 集落数が１００CFU/ml以下

2 大腸菌 陰性 検出されないこと

3 塩化物イオン １９．５㎎ /ｌ ２００㎎ /ｌ以下

4 有機物（全有機炭素（TOC）の量） ０．４㎎ /ｌ ３㎎ /ｌ以下

5 pH値 ７．１ ５．８以上８．６以下

6 味 異常なし 異常でないこと

7 臭気 異常なし 異常でないこと

8 色度 ０．５度未満 ５度以下

9 濁度 ０．１度未満 ２度以下

10 残留塩素 ０．３５㎎ /ｌ

　水質検査結果（浄水）
平成２５年４月１５日採取分　浄水採取場所；八郎潟町浄水場の蛇口

資源ゴミ還元事業
平成２５年５月分の資源ゴミは次のとおりです。

入札の結果

◆町道調査測量
設計業務委託
・㈲近野測量調査
・２，８８７，５００円
・Ｈ２５．５．２～
　Ｈ２５．６．２１

５
月
分

段ボール 新　聞 雑　誌 積立金

3,500㎏ 8,170㎏ 5,960㎏ 104,811円

累
計15,720㎏ 44,150㎏ 27,330㎏ 520,664円

４月３０日 ◆除雪ドーザ
　（８ｔ級）・２台
・ユニキャリア
㈱秋田支店
・１８，４９２，６００円
・Ｈ２５．１１．２９

５月１７日

会社を退職されたときは国民年金の届出が必要です！

　２０歳以上６０歳未満の方は、国民年金への加入が法律で義務づけられ
ています。会社を退職されたときは、第２号被保険者（厚生年金）から
第１号被保険者（国民年金）への変更の届出が必要となります。
※第３号被保険者（第２号被保険者に扶養されている配偶者）であった
方についても、第３号被保険者から第１号被保険者への変更の届出が
必要となります。
●手続きについて…役場またはお近くの年金事務所へ「国民年金保険者

関係届出書」を提出してください。
●手続きに必要なもの …年金手帳
●保　険　料　額…国民年金の保険料（定額）は、月額１５，０４０円です。

保険料の免除制度があります！

　保険料を納めることが困難な場合には、申請によって保険料の納付が
免除される制度があります。また、退職（失業）による特例免除もあり
ます。
●手続きについて…役場またはお近くの年金事務所へ「国民年金保険料

免除・納付猶予申請書」を提出してください。
●手続きに必要なもの …年金手帳、雇用保険受給資格者証の写しなど失業し

ていることを確認できる公的機関の証明の写し

５月７日

◆八郎潟町公共下
水道水質通日調
査分析業務委託
・㈱秋田県分析
化学センター
・２，０７９，０００円
・Ｈ２５．５．２～

Ｈ２５．１０．３１

５月７日

◆公共下水道マ
ンホールポン
プ保守管理業
務委託
・㈱北勢工業
・２，１００，０００円
・Ｈ２５．５．２～

Ｈ２６．３．３１
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◎日　時　６月２０日（木）

◎場　所　八郎潟幼稚園

◎時　間　午前１０時～１１時

◎内　容

・園庭や園内の好きな場所で遊びます。

・絵本タイム

　…後半に絵本の読み聞かせがあります。

◆問い合わせ先

　八郎潟幼稚園  ☎８７５－２７３４

「ＩＳＯ１４００１」

　ＩＳＯとは国際標準化機構の
略称で、１４００１は環境を継続的
に改善するための基準となる
「しくみ」を定めたもの。企業
自らが環境改善のための計画を
立て、実施し、達成を点検する
ことにより、環境負荷への改善
を図って行くシステムの構築を
いい、認証を得るには認定機関
の審査が必要。
　また、これに準じた内容で環
境省が認定する「エコアクショ
ン２１」がある。

○環境問題に取り組んでいる会社の
ものを選びましょう。

◆問い合わせ先
　事務局（佐藤）　☎８７５－３９４８

◎日　時　６月５日（水）から
　　　　　７月２４日（水）の
　　　　　毎週水曜日（全８回）
　　　　　午後７時～８時３０分
◎会　場　高岡コミュニティーセン

ター体育館
◎人　数　若干名
　　　　　（年齢等の制限はありません）
◎参加費　５００円（シャトル代）
◎用意するもの　
　ラケット（若干の貸出あり）、
　屋内シューズ、運動に適した服装
◎損害保険　各自
◎申込締切　６月５日（水）

◆申し込み・問い合わせ先
　八郎潟町バドミントン協会
　事務局　布川
　☎０９０－６２２７－２０７７

平成２５年度　
バドミントン初心者講習会

八郎潟エコ活動グループ
みんなでｅｃｏを

◎内容　ＡＥＤを用いた心肺蘇生法
◎日時　６月１６日（日）
　　　　午前９時～正午
　　　　（毎月第３日曜日）
◎場所　湖東地区消防本部
※講習は無料。
　前日までにお申し込みください。

◆申し込み・問い合わせ先
　湖東地区消防本部
　☎８７４－２４２０

湖東地区消防本部
「定期救命講習」

・主催

　八郎潟日本語支援サークルおむすび

・共催

　ＮＰＯ法人　浦城の歴史を伝える会

◎開催日　７月７日（日）

　　　　　午前１０時～午後２時３０分

　　　　　（午前９時３０分集合）

◎会　場　高岡コミュニティセンター

◎内　容　浦城址散策、山菜料理、

　　　　　浦の盆踊り体験

◎参加費　無料

◎定　員　６０名

◎参加申込締切　６月２５日（火）

※この事業は宝くじの助成金で実施

いたします。

◆申し込み・問い合わせ先

　事務局　児玉医院歯科

　☎８７５－２０９２

多国籍文化交流会in八郎潟町
どんた人も住めば　秋田の人だべ

仲良く交流するべ

未就園児園開放
“ちびっこあつまれ”

役場直通電話番号・メールアドレス
  役場代表　☎０１８－８７５－５８００

◆出　納　室
☎８７５－５８０４

　kaikei@town.hachirogata.lg.jp

◆総　務　課
☎８７５－５８０１

　soumu@town.hachirogata.lg.jp

◆税　務　課
☎８７５－５８０７

　zeimu@town.hachirogata.lg.jp

◆町　民　課
☎８７５－５８０５

５８０６
　tyoumin@town.hachirogata.lg.jp

◆福　祉　課
☎８７５－５８０８

５８１３
　fukushi@town.hachirogata.lg.jp

◆産　業　課
☎８７５－５８０３

　sangyou@town.hachirogata.lg.jp

◆建設課・水道課
☎８７５－５８０９

５８１１
　建設担当
　kensetsu@town.hachirogata.lg.jp
　上下水道担当
　jyougesui@town.hachirogata.lg.jp

◆教　育　課
☎８７５－５８１２

　kyouiku@town.hachirogata.lg.jp

◆幼　稚　園
☎８７５－２７３４

　youchien@town.hachirogata.lg.jp

◆議会事務局
☎８７５－５８１０

　gikai@town.hachirogata.lg.jp

◆保健センター
☎８７５－２８００

　hokensenta@town.hachirogata.lg.jp

◆地域包括支援センター（保健センター内）
☎８７５－２８３５

　houkatu@town.hachirogata.lg.jp

◆オリンピック記念会館
☎８７５－５５００

　shatai@town.hachirogata.lg.jp

◆農村環境改善センター（公民館）
☎８７５－５７７７

　kouminkan@town.hachirogata.lg.jp

◎相談日時　６月１１日（火）
　　　　　　午後１時３０分
　　　　　　～２時３０分
◎場　　所　防災センター

◆予約・問い合わせ先
　八郎潟町社会福祉協議会
　☎８７５－３８７１

法律無料相談

　秋田県司法書士会では、毎月第３

木曜日に相続、贈与、借金、多重債

務などについての無料相談会を行っ

ております。

◎日時　６月２０日(木)

　　　　午後１時から４時

◎場所　潟上市役所飯田川庁舎１階

◆申し込み・問い合わせ先

　八郎潟町社会福祉協議会

　小林、畠山　☎８７５－３８７１

秋田県司法書士会
司法書士による無料相談会
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　秋田民謡、みんなで唄うもよし

聞くもよし（無料）

◎日　時　６月１０日（月）

　　　　　午後２時から

◎場　所　防災センター

◎参加費　無料

◆問い合わせ先

　まめだが～民謡クラブ（岩村）

　☎８７５－３３３５

第６３回
まめだが～民謡の集い

◎受付期間

　６月１２日（水）～７月３日（水）

◎試 験 日

　（第１次試験）７月２８日（日）

◎試 験 場

　ノースアジア大学

◆問い合わせ・申込書請求・受験申込

　秋田県国民健康保険団体連合会

　総務課

　☎８６２－６８６４

◎受付期間

　６月１２日（水）～７月２日（火）

◎試 験 日

　（第１次試験）７月２８日（日）

◎試 験 場

　ノースアジア大学

◆問い合わせ・申込書請求・受験申込

　秋田県市町村総合事務組合総務課

　職員採用担当

　☎８８８－０２２０

平成２５年度
秋田県市町村総合事務組合職員
（大学卒）採用試験のお知らせ

平成２５年度
秋田県国民健康保険団体
連合会職員（大学卒）
採用試験のお知らせ

　現在、防災センターにて開催して

いるハッピーいきいきサロンまめだ

が～ですが、もっと多くの地域のみ

なさまと様々な場所で交流できる機

会を設けたいということで、出前型

サロンを開催いたします。みなさま

お気軽に遊びに来てください。

◎６月１４日（金）午後２時～

　大道地域公民館（２８区） 

　流行歌・童謡　歌の会

◎６月２０日（木）午後２時～

　１区・２区・３区児童館（中久保地区）

　介護予防体操、ハーモニカ

◎６月２７日（木）午後２時～ 

　真坂地区コミュニティセンター（１８区）

　まめだが～民謡

◆問い合わせ先

　八郎潟町社会福祉協議会

　☎８７５－３８７１

出前ハッピーいきいきサロン
まめだが～

◆
預
託
状
況

　

（
平
成
２５
年
５
月
１５
日
現
在
）

４
・
２６　

２８
区　

山
内
慎
太
郎　

様

　

香
典
返
し
（
亡
祖
父　

義
一
郎
さ
ん
）

金　

１
０
０
，
０
０
０
円

５
・
７　

１７
区　

小
玉　

嘉
人　

様

　

香
典
返
し
（
亡
父　

嘉
信
さ
ん
）

　
　
　
　

金　

５
０
，
０
０
０
円

５
・
１３　

１０
区　

舘
岡　

勝
直　

様

　

香
典
返
し
（
亡
父　

直
藏
さ
ん
）

　
　
　
　
　

金　

５
０
，
０
０
０
円

八
郎
潟
町
善
意
銀
行

八
郎
潟
町
社
会
福
祉
協
議
会

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

八
郎
潟
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
８
７
５

－

３
８
７
１

町長交際費の支出状況
◎町長等が外部との交際に要した経費の概要をお知ら
せします。

分　類 件数 金額（円） 内　　訳

会　費 2 １３，０００
交通指導隊総会（歓送迎会）、
浦城の歴史を伝える会総会（懇親会）

その他 １７ ５７，６５０
松寿、大道老人クラブ総会、
戦没者追悼式他

計 １９ ７０，６５０

戸籍だより
（４月届出分）

◎健やかに
  ３・３０ 小野　太一（たいち） 男

（弘視・祐子）２８区
  ４・６ 伊藤　いちか 　　　女

（政彦・さやか）２６区
  ４・８ 小栁　萌琳（めりん） 女

（清陸・享枝）１２区
  ４・１５ 小栁　琉偉（るい）　 男

（聡・あゆみ）９区
  ４・１５ 神田　　蘭（らん） 　女

（純一・幸恵）３１区

◎ご結婚おめでとう

  ４・８ 鈴木　雅文 ３０区
 藤原　里美 潟上市

◎ご冥福をお祈りします

  ３・３１ 山内義一郎（８５歳）２８区
  ４・７ 舘岡　直藏（８５歳）１０区
  ４・１５ 髙橋　キミ（９０歳）２８区
  ４・２６ 千田　リツ（８５歳）２５区
  ４・２９ 渡部　一志（７２歳）１５区
  ４・３０ 石井　一郎（７９歳）１２区

※『戸籍だより』への掲載を希望
されない方は、届け出の際に
お申し出ください。

町のミニ統計（４月末現在）
◇人　口
　当　月　　先月比　　昨年比
男 3,020人（－4人）（－051人）
女 3,465人（－2人）（－062人）
計 6,485人（－6人）（－113人）

◇世帯数
　 2,499戸（±0戸）（±0戸）

◇出　生　０５人

◇死　亡　０７人

◇転　入　１５人

◇転　出　１９人

（　　　　　）

４月

善　

意

飲酒運転等追放競争結果 １位
（全県２５市町村・平成２５年４月末現在）

平成２５年

☆５日（水）午後３時５５分頃

☆１４日（金）午前１０時３５分頃

☆２０日（木）午前４時５２分頃

☆２４日（月）午前５時２２分頃

☆２５日（火）午後１時５５分頃

秋田朝日放送秋田ふるさと
手作りＣＭ大賞２０１２
八郎潟町ＣＭ放送日～６月～
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／
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集
／
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〒
０
１
８
・
１
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９
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秋
田
県
南
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田
郡
八
郎
潟
町
字
大
道
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番
地　
　
　
　

＊
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０
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８
│
８
７
５
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八郎潟への想い㉓
～佃煮加工業の変化～

No.302

　

１
９
５
７
年
（
昭
和
３２
年
）
よ
り
始

ま
っ
た
八
郎
潟
干
拓
工
事
で
１
７
，

０
０
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
干
拓
さ
れ
、
残

余
の
水
面
も
１
９
６
１
年
に
防
潮
水
門

が
完
成
し
、
日
本
海
と
遮
断
さ
れ
て
淡

水
化
し
た
。
そ
の
結
果
、
漁
場
は
以
前

の
５
分
の
１
に
縮
小
し
、
か
つ
て
１
万

ト
ン
を
超
え
て
い
た
漁
獲
量
も
わ
ず
か

１
，
０
０
０
ト
ン
程
に
激
減
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
八

郎
潟
に
原
料
を
依
存
し
て
き
た
佃
煮
加

工
業
者
も
当
然
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
１
９
５
３
年
（
昭
和
２８
年
）
干
拓

着
工
直
前
の
資
料
に
よ
る
と
、
佃
煮
加

工
業
者
は
４５
軒
で
、
八
郎
潟
湖
岸
一
円

の
漁
撈
集
落
に
立
地
し
て
い
た
。
経
営

形
態
は
約
７０
％
に
当
た
る
３３
軒
が
専
業

加
工
業
者
で
、
残
り
の
１２
軒
が
兼
業
加

工
業
者
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
分
布
は
、

専
業
加
工
業
者
が
八
郎
潟
東
岸
に
、
兼

業
加
工
業
者
は
西
岸
に
多
く
見
ら
れ

た
。
兼
業
加
工
業
者
の
大
半
は
、
原
料

と
な
る
魚
を
自
給
し
て
い
る
漁
業
兼
業

者
で
あ
る
。
東
岸
に
専
業
加
工
業
者
が

卓
越
し
て
い
た
の
は
、
漁
場
に
恵
ま
れ

て
い
た
こ
と
、
原
料
の
集
散
に
便
利
な

地
理
的
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
、
奥
羽
本

線
で
秋
田
へ
輸
送
出
来
た
こ
と
等
が
影

響
し
て
い
る
。

　

八
郎
潟
周
辺
に
は
１
８
９
２
年
（
明

治
２５
年
）
に
、
佃
煮
加
工
場
が
家
内
工

業
と
し
て
１０
工
場
が
成
立
さ
れ
て
以

来
、
地
元
住
民
の
生
活
を
中
心
に
経
営

さ
れ
て
き
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

食
糧
難
時
代
に
な
っ
て
、
８０
工
場
に
増

加
し
て
急
激
に
発
展
期
に
入
っ
た
。
佃

煮
が
統
制
経
済
に
関
係
の
な
い
副
食
物

と
し
て
自
由
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
生
鮮
魚
類
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
の

で
あ
る
。
八
郎
潟
周
辺
地
域
の
行
商
人

に
よ
っ
て
、
秋
田
市
は
勿
論
の
こ
と
山

間
部
に
ま
で
販
売
が
及
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
佃
煮
の
消
費
を
後
押
し
し

た
。
そ
の
後
食
糧
事
情
が
好
転
し
、
経

済
の
自
由
化
が
進
め
ら
れ
る
に
つ
れ

て
、
加
工
場
が
次
第
に
減
少
の
一
途
を

た
ど
り
、
干
拓
直
前
に
は
４５
軒
と
な
っ

た
。

　

干
拓
後
の
１
９
８
８
年（
昭
和
６３
年
）

に
な
る
と
、
昭
和
町
に
７
軒
、
天
王
町

２
軒
、
八
郎
潟
町
、
八
竜
町
、
男
鹿
市

に
各
１
軒
の
計
１２
軒
を
数
え
る
の
み
と

な
っ
た
。
昭
和
町
の
大
久
保
地
区
に
加

工
業
者
が
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
存
続
で

き
た
の
は
、
八
郎
潟
の
南
東
部
が
調
整

池
と
し
て
残
存
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
こ
の
地
区
が
干
拓
に
よ
る
影

響
を
最
小
限
に
く
い
止
め
ら
れ
た
た
め

で
あ
る
。
現
在
の
加
工
業
者
は
１０
軒
程

度
に
な
っ
て
い
る
。

　

佃
煮
の
製
法
に
は
二
つ
の
方
法
が
あ

る
。
一
つ
は
『
入
り
あ
げ
式
』、他
は
『
浮

か
し
煮
式
』
で
あ
る
。
前
者
は
一
般
的

な
方
法
で
、『
た
れ
』
を
作
り
、
魚
に

衣
を
か
け
る
よ
う
に
ま
ぶ
し
、
４５
分
位

で
仕
上
げ
る
。
図
は
『
浮
か
し
煮
式
』

に
よ
る
生
産
工
程
で
あ
る
。
原
料
を
選

別
し
て
水
で
洗
浄
し
、
ゴ
ミ
や
土
砂
を

除
い
て
水
切
り
を
す
る
。
次
に
醤
油
、

ミ
リ
ン
、
砂
糖
、
麦
芽
飴
を
配
合
し
た

濃
厚
な
調
味
液
に
入
れ
て
煮
込
む
。
３０

〜
４０
分
位
で
煮
込
み
終
わ
っ
た
ら
金
網

で
佃
煮
を
す
く
い
上
げ
、
ザ
ル
の
上
で

自
然
に
冷
却
さ
せ
、
乾
か
す
と
出
来
上

が
る
。

　

干
拓
前
は
八
郎
潟
産
の
魚
が
主
原
料

で
あ
っ
た
が
、
干
拓
後
は
原
材
料
の
不

足
か
ら
他
県
か
ら
調
達
し
た
り
、
外
国

か
ら
の
輸
入
原
料
（
冷
凍
品
）
に
依
存

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
干
拓
前
は

ワ
カ
サ
ギ
、
シ
ラ
ウ
オ
、
ゴ
リ
、
コ
ブ

ナ
な
ど
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

こ
れ
ら
の
他
に
コ
ウ
ナ
ゴ
、
シ
ラ
ス
、

ス
ル
メ
、
コ
ン
ブ
、
タ
ラ
コ
、
ア
サ
リ

な
ど
の
加
工
や
ゴ
ボ
ウ
、
レ
ン
コ
ン
、

フ
キ
な
ど
の
農
産
物
の
佃
煮
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
。
製
品
の
佃
煮
の
販

路
は
、
県
内
・
県
外
が
ほ
ぼ
半
々
で
、

県
外
は
東
京
、
大
阪
、
金
沢
、
札
幌
な

ど
全
国
に
わ
た
っ
て
販
売
さ
れ
て
い

る
。

　

干
拓
前
は
漁
師
兼
加
工
の
兼
業
者
も

多
か
っ
た
が
、
干
拓
後
は
兼
業
の
佃
煮

加
工
業
者
は
全
て
姿
を
消
し
た
。
現
在

の
佃
煮
材
料
の
ワ
カ
サ
ギ
、
シ
ラ
ウ
オ

漁
の
解
禁
は
９
月
、
１０
月
の
わ
ず
か
な

期
間
で
あ
る
が
、
ア
オ
コ
の
発
生
で
ワ

カ
サ
ギ
が
臭
い
が
す
る
と
い
う
の
で
、

買
い
上
げ
が
延
期
さ
れ
、
動
力
引
き
操

業
は
１０
月
に
ず
れ
込
ん
で
い
る
。

　
　
　

文
・
安
田　

貞
則
（
蒲
沼
）

　

参
考
資
料

　

干
拓
後
の
八
郎
潟
と
そ
の
周
辺
地
域

の
変
容
（
秋
田
県
教
育
セ
ン
タ
ー
編
）

 ふれあい

▲佃煮製造風景（安田佃煮店提供）

▲佃煮加工業者の分布（1953年）

▲佃煮の生産工程

▼
だ
ん
だ
ん
と
暖
か
い
日
も
増

え
、夏
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

６
月
２９
日
は「
つ
く
だ
煮
の
日
」

だ
そ
う
で
す
。
み
な
さ
ん
ご
存
じ

で
し
た
か
？
佃
煮
発
祥
の
地
の
守

り
神
と
し
て
東
京
・
佃
島
の
住
吉

神
社
が
旧
暦
の
６
月
２９
日
に
建
立

さ
れ
た
こ
と
や
、「
２
」「
９
」
の

語
呂
合
わ
せ
か
ら
「
つ
く
だ
煮
の

日
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
（
平
成

１６
年
）。
ふ
る
さ
と
散
歩
の
記
事

に
も
あ
る
よ
う
に
、
佃
煮
は
八
郎

潟
自
慢
の
名
産
品
で
す
ね
。
佃
煮

は
保
存
性
が
高
い
の
で
江
戸
時
代

か
ら
お
み
や
げ
と
し
て
も
人
気
が

高
か
っ
た
よ
う
で
す
。
長
い
歴
史

を
通
し
て
日
本
の
食
生
活
に
大
切

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
佃
煮
。

飽
食
と
い
わ
れ
る
時
代
に
あ
ら
た

め
て
佃
煮
の
良
さ
が
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。　
　
　

 　
　
　
　

 

○太

つ

く

　凡　例

● 専業加工業者
○ 兼業加工業者
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